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第１回検討会において指摘されたAYA世代がん診療に係る課題

1. 小児がん拠点病院のみではAYA世代に対する診療が困難であるため、
小児がん拠点病院と成人のがん診療連携拠点病院等との連携が必
要である。

2. 小児がんの晩期合併症や移行期医療に対応するための診療体制を
構築する必要がある。
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• 若年世代、とくに25歳未満では、希少がんが多い
• 25歳以上では、子宮がん、乳がん、消化器がんが増加

がん診療連携拠点病院等との連携について



小児がん拠点病院の整備に関する指針について（案）
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思春期については、現行の整備指針に記載されているが、若
年成人についても要件として位置づけるべきではないか。

小児がん拠点病院とがん診療連携拠点病院等との連携につ
いて検討してはどうか。

Ⅰ 小児がん拠点病院の指定について

３ 厚生労働大臣が指定する拠点病院は以下の役割を担うものとする。

（１）地域における小児がん（思春期に発生するがんを含む。以下同じ）医療及び支援
を提供する中心施設として、地域全体の小児がん医療及び支援の質の向上に資
すること。

また思春期と若年成人のがん患者については、必要に応じて対応できる診療科
やがん診療連携拠点病院等の医療機関へ紹介する体制を整備すること。

以下の内容を追記してはどうか。
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晩期合併症や移行期医療への対応について

データベースの構築データベースの構築

将来像

長期フォローアップセンター（データセンター）の構築



小児がん拠点病院の整備に関する指針について（案）
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長期フォローアップ外来の整備とともに、連携する医療機関と
の情報共有について検討してはどうか。

Ⅱ 拠点病院の指定要件について

１ 診療体制
（１）診療機能
① 集学的治療の提供体制及び標準的治療等の提供体制

ウ 外来で長期にわたり診療できる体制を整備すること。さらに、地域の医療機関等
との連携協力体制を構築すること等により、小児がん患者に対して、成人後も含
めて、長期にわたり診療できる体制を構築していること。

外来で長期にわたり診療できる体制を整備すること。さらに、地域の小児がん診
療に携わる医療機関やがん診療連携拠点病院等との連携協力体制を構築する
こと等により、小児がん患者に対して、成人後も含めて、長期にわたり診療できる
体制を構築していること。
連携する医療機関と情報を共有する体制を整備すること。

以下の内容を追記してはどうか。




